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１ 広報瑞穂第 168 号 

す
鍵
で
あ
る
と
説
明
が
あ
り
、
日
々
の

食
事
に
タ
ン
パ
ク
質
を
意
識
し
て
取

り
入
れ
る
こ
と
や
、
無
理
な
く
続
け
ら

れ
る
体
操
、
地
域
の
集
ま
り
に
顔
を
出

す
こ
と
の
効
果
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
講
演
後
も
多
く
の
質

問
が
あ
り
、
会
場
に
は
前
向
き
な
空
気

が
広
が
り
ま
し
た
。
佐
倉
河
の
暮
ら
し

を
支
え
る
た
め
、
地
域
全
体
で
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
む
機
運
が
高
ま
る
講

演
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

講義の様子 

令和７年度  健 康 の つ ど い 開 催 

２
月
19
日
に
佐
倉
河
地
区
振
興
会
主

催
で
健
康
の
つ
ど
い
を
行
い
ま
し
た
。

講
師
は
奥
州
市
健
康
増
進
課
管
理
栄

養
士
の
菊
地
澄
佳
さ
ん
。
佐
倉
河
地
区

で
は
、
高
齢
化
が
進
む
中
で
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
「
フ
レ
イ
ル
予
防
」
を
テ

ー
マ
に
多
く
の
地
区
民
が
参
加
し
、
心

身
の
衰
え
を
早
期
に
気
づ
き
、
生
活
の

工
夫
で
進
行
を
防
ぐ
大
切
さ
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。 

講
師
か
ら
は
「
栄
養
」「
運
動
」「
社

会
参
加
」
の
３
つ
が
健
康
寿
命
を
延
ば

す
鍵
で
あ
る
と 

  
  

 

講
演
の
概
要 

・
多
く
の
高
齢
者
が
、
加
齢
に
よ
り
健
常
か
ら 

「
フ
レ
イ
ル
」
を
経
て
、
要
介
護
が
必
要
な 

状
態
に
な
る
。 

・
フ
レ
イ
ル
は
低
栄
養
状
態
で
な
り
や
す
い
。 

・
食
生
活
を
見
直
し
低
栄
養
を
防
ぐ
。 

・
65
歳
以
上
は
メ
タ
ボ
予
防
か
ら
フ
レ
イ
ル 

防
止
に
切
り
替
え
時
期
で
あ
る
た
め
、
３
食

き
ち
ん
と
食
べ
る
。 

・
肉
、
魚
、
卵
、
大
豆
製
品
等
の
タ
ン
パ
ク
質

を
し
っ
か
り
摂
る
。 

・
分
量
は
毎
食
、
掌
に
乗
る
量
を
摂
る
。 

（
タ
ン
パ
ク
質
は
毎
食
25
～
30
ｇ
） 

・
間
食
は
フ
レ
イ
ル
予
防
に
は
良
い
。
た
だ
し

夜
８
時
以
降
は
よ
ろ
し
く
な
い
。 

・
昼
間
の
う
ち
に
運
動
し
た
り
、
積
極
的
に
人

と
つ
な
が
る
こ
と
も
予
防
に
な
る
。 

講
演
後
に
は
食
生
活
改
善
推
進
員
手
作
り
の

ヨ
ー
グ
ル
ト
ム
ー
ス
を
参
加
者
全
員
に
配
布
。 

熱心な受講の様子 

管理栄養士 

菊地澄佳さん 

講演後に食改さん手作りのデザートをもらう 



      

 

     

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３
月
11
日
佐
倉
河
地
区
セ
ン
タ
ー

で
、
佐
倉
河
地
区
振
興
会
主
催
の
健
康

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

「
健
康
長
寿
の
た
め
の
補
腎
＆
活
血

～
中
医
学
の
知
恵
で
人
生
百
年
時
代
を

楽
し
も
う
～
」
と
題
し
、
講
師
は
薬
剤

師
・
国
際
中
医
専
門
員
の
中
目
健
祐
さ

ん
を
お
招
き
し
ま
し
た
。 

健
康
長
寿
に
は
「
補
腎
」
「
活
血
」
が

必
要
。
「
補
腎
」
と
は
東
洋
医
学
で
『
生

命
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
』
と
さ
れ
る

「
腎
」
の
働
き
を
補
い
、
弱
っ
た
体
の

基
礎
力
を
立
て
直
す
考
え
方
で
す
。
予

防
と
し
て
睡
眠
を
と
る
、
ス
ト
レ
ス
を

減
ら
す
、
黒
い
食
材
の
黒
ゴ
マ
、
黒
豆

等
を
摂
る
。 

ま
た
「
活
血
」
と
は
滞
っ
た
血
の
流

れ
「
瘀
血
（
お
け
つ
）
」
を
改
善
す
る
治

療
概
念
で
す
。 
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終始真剣に聴講 

「
瘀
血
（
お
け
つ
）
」
は
血
液
の
粘

度
が
高
く
な
り
、
血
の
流
れ
が
悪
く

な
っ
た
状
態
で
万
病
の
も
と
で
す
。 

予
防
す
る
食
材
は 

【
野
菜
類
】
に
ん
に
く
、
み
ょ
う

が
、
玉
ね
ぎ
、
に
ら
、
な
す
。 

【
魚
貝
類
】
い
わ
し
、
さ
ば
、
さ
ん

ま
、
あ
じ
、
カ
ニ
。 

【
果
実
類
】
桃
、
ぶ
ど
う
ワ
イ
ン
、

黒
糖
、
シ
ナ
モ
ン
。 

「
未
病
先
防
」
と
し
て
病
気
に
な
る

前
の
段
階
で
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整

え
、
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
大
事
と
の

こ
と
で
し
た
。 

今
回
募
集
初
日
か
ら
多
数
の
応
募

が
あ
り
、
定
員
を
増
し
て
も
、
直
に

満
員
に
な
る
人
気
の
講
座
で
し
た
。 

講座の様子 

講師の中目健祐さん 

鎮
守
府
八
幡
宮
で 

「
加
勢
祭
」 

鎮守府八幡宮 

参列者で無病息災祈願 

２
月
24
日
に
鎮
守
府
八
幡
宮
で
約

90
名
の
参
列
者
で
「
加
勢
祭
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
祭
り
は
約
千
二
百

年
前
か
ら
旧
暦
の
１
月
８
日
に
行
わ
れ

て
る
伝
統
的
な
神
事
で
す
。 

神
主
が
神
歌
を
唱
え
た
後
、
参
列
者

全
員
が
拝
殿
の
外
に
向
か
っ
て
「
ヤ
ー

ッ
」
と
大
声
を
出
し
た
り
、
手
や
足
を

激
し
く
踏
み
鳴
ら
し
た
り
し
て
邪
気
を

払
い
ま
し
た
。 

「
加
勢
祭
」
は
家
内
安
全
や
五
穀
豊

穣
を
願
う
特
殊
な
蘇
民
祭
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

祭
り
の
由
来 

嘉
祥
３
年
（
８
５
０
年
）
に
慈
覚
大
師

円
仁
が
過
っ
て
大
病
を
患
っ
た
と
き
、
夢

で
天
か
ら
薬
を
送
ら
れ
た
。
そ
の
形
は
、

「
甜
瓜
」
（
ま
く
わ
う
り
）
に
似
て
い
て
、

そ
れ
を
食
し
た
こ
と
で
病
が
治
っ
た
。
こ

の
甜
瓜
の
形
に
葉
と
花
を
そ
え
た
薬
神
と

し
て
版
刻
し
た
木
版
を
疫
病
除
け
の
護
符

「
そ
み
ん
ぼ
う
」
と
し
て
八
幡
宮
に
捧

げ
、
八
幡
大
神
に
祈
願
し
た
こ
と
が
起
源

と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

県
内
で
行
わ
れ
る
多
く
の
蘇
民
祭
と
は

異
な
り
、
加
勢
祭
で
は
裸
の
男
衆
に
よ
る

蘇
民
袋
の
争
奪
戦
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。
代

わ
り
に
、
参
列
者
に
は
護
符
（
カ
ラ
ス
の

札
）
を
授
与
。
こ
の
護
符
を
戸
口
に
貼
る

こ
と
で
そ
の
家
に
疫
病
や
災
害
が
入
ら
な

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

健  康  講  座  開  催 
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ど
も
会
ボ
ッ
チ
ャ
交
流
大
会
、
シ
ニ
ア
ス

ポ
ー
ツ
交
流
会
や
奥
州
市
内
の
老
健
施
設

で
も
行
わ
れ
人
気
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。 

競
技
未
経
験
者
は
24
人
中
７
人
い
ま
し

た
が
、
試
合
経
過
と
と
も
に
、
要
領
な
り

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
で
き
あ
が
り
、
終
始
楽

し
そ
う
で
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら

は
「
孫
の
よ
う
な
子
供
達
に
試
合
の
や
り

方
を
教
わ
り
楽
し
か
っ
た
」
と
大
好
評
で

し
た
。 

 
 

 

３
月
15
日
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
健
康

ス
ポ
ー
ツ
部
会
主
催
、
総
合
型
佐
倉
河

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
共
催
で
シ
ャ
フ
ル
ボ

ー
ド
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
は
長
い
杖
（
キ
ュ

ー
）
で
円
盤
（
デ
ィ
ス
ク
）
を
コ
ー
ト

に
押
し
出
し
、
コ
ー
ト
内
の
得
点
区
域

に
デ
ィ
ス
ク
を
多
く
留
め
る
こ
と
で
得

点
を
争
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
初
心
者
で

も
気
楽
に
で
き
る
こ
と
か
ら
、
参
加
者

17
人
が
和
気
あ
い
あ
い
で
ゲ
ー
ム
を
楽

し
み
ま
し
た
。 

１
回
目
の
試
合
は
４
エ
ン
ド
で
得
点
を 

慎重にキューで円盤を押し出す競技者 

445 字 

第

２

回

多

世

代

交

流

会

「
ボ

ッ
チ

ャ
」  

 

 

３
月
１
日
総
合
型
佐
倉
河
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
主
催
、
佐
倉
河
地
区
振
興
会
共
催

で
多
世
代
交
流
会
を
開
催
。
種
目
は
「
ボ

ッ
チ
ャ
」
を
行
い
ま
し
た
。 

 

 

当
初
２
月
８
日
開
催
予
定
で
し
た
が
、

衆
議
院
議
員
選
挙
と
重
な
っ
た
た
め
、
開

催
日
延
期
と
な
り
追
加
募
集
を
行
っ
た
結

果
、
小
中
学
生
、
20
歳
代
、
40
歳
代
、

80
歳
代
と
幅
広
い
年
齢
層
の
応
募
と
な

り
、
参
加
者
24
人
、
８
チ
ー
ム
編
成
で

総
当
た
り
の
リ
ー
グ
戦
の
形
式
と
し
、
１

試
合
３
エ
ン
ド
で
７
回
の
試
合
を
楽
し
み

ま
し
た
。 

 

「
ボ
ッ
チ
ャ
」
競
技
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
注
目
を
集
め
、
佐
倉
河
地
区
で
は
子

ク
で
注
目
を
集
め
、
佐
倉
河
地
区
で
は
子

ど
も
会
で
の
交
流
会
、
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

交
流
会
、
奥
州
市
内
の
老
健
施
設
で
も
大

人
気
の
ス
ポ
ー
ツ
と
な
り
ま
し
た
。 

競
い
合
い
、
２
回
目
は
１
回
戦
の
上
位
得

点
者
同
士
が
対
戦
し
、
５
エ
ン
ド
の
試
合

を
行
い
ま
し
た
。
初
め
て
の
参
加
者
も
多

く
、
１
回
戦
目
は
ル
ー
ル
の
確
認
を
す
る

場
面
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
２
回
戦
目

は
ス
ム
ー
ズ
に
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。 

 

競
技
は
微
妙
な
駆
け
引
き
や
戦
術
が
あ

る
の
で
、
和
や
か
な
中
に
も
、
つ
い
つ
い

興
奮
す
る
姿
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
優

勝
は
渡
邉
節
郎
さ
ん
、
準
優
勝
小
沼
義
男

さ
ん
、
第
３
位
児
玉
𠀋
夫
さ
ん
で
し
た
。 

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
「
年
２
回
は
や

り
た
い
ネ
」
と
い
う
声
が
多
く
聞
こ
え
て

き
ま
し
た
。 

健

康

ス
ポ
ー
ツ
「
シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ―

ド
」  

 

私の勝ちだね・・ 

閉会式で嬉しい表彰 

交流会でも試合は真剣 

 

試
合
結
果
は
次
の
通
り 

優
勝 

 

小
学
６
年
生
【
午
】
チ
ー
ム
５
勝
２
敗 

準
優
勝 

平
均
80
歳
【
巳
】
チ
ー
ム
５
勝
２
敗 

第
３
位 

小
学
６
年
生
【
子
】
チ
ー
ム
４
勝
３
敗

（
勝
敗
同
率
は
得
失
点
差
で
順
位
決
定
） 



　日(曜日) 行　　事　　内　　容

３日 (金) 定例民生児童委員協議会（地区センター）13：30～

６日 (月) 第５次コミュニティ会議（地区センター）14：00～

13日 (月) 佐倉河地区振興会監査会10:00～・役員会14：00（地区センター）

水沢地域福祉推進協議会佐倉河支部役員会14：00～総会15：00～（地区センター）

総合型佐倉河スポーツクラブ 総会（地区センター）18：30～

18日 (土) 佐倉河地区子ども会育成会連絡協議会総会（地区センター）19：00～

19日 (日) 佐倉河地区体育協会総会（地区センター）18：00～

20日 (月) 佐倉河地区館長協議会総会（地区センター）16：00～

23日 (木) 定例区長会（地区センター）16：00～

25日 (土) ものしり発見ウォーキング（宮城細倉マインパーク）地区センター8：30出発

26日 (日) 佐倉河地区振興会総会（地区センター）14：00～

28日 (火) 佐倉河地区老人クラブ連絡協議会総会（地区センター）14：00～

15日 (水)

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５月 20日（土）午前９時～９ 所 佐倉河地区センター 駐輪場  

行政区 世帯数 男 女 合計 前月比

栃の木 99 125 145 270 0

上　幅 101 123 107 230 0

一本木 148 187 189 376 △ 1

八　幡 159 192 191 383 1

谷　地 153 189 193 382 △ 7

佐　野 109 120 147 267 △ 1

十文字 156 178 186 364 0

松　堂 525 516 533 1,049 △ 4

宮　田 390 477 506 983 △ 2

仙　人 251 240 255 495 3

合　計 2,091 2,347 2,452 4,799 △ 11
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     ４ 

佐倉河地区の世帯と人口 （令和８年 ２月 28日現在） 

 

 ４月の行事予定 

 

【編集後記】 

 震災から 15年。忘れることはないが、静かに語れ

るくらいには時間が過ぎました。世界では中東情勢

が揺れ、石油危機の不安の声もきこえてきますが、

季節は変わらず春へ。今年も田畑の耕作準備が始ま

ります。今年のコメの出来はどうなるかなぁ・・                  

（及川） 

 今年度の忘れ物 野焼きによる原野火災に注意 

春は乾燥した日が続き、火災が発生しや

すい状況です。突然の強風により意図しな

い延焼や着衣に燃え移ったりします。 

焚火、野焼きは行わないでください。 

大船渡の山林火災が記憶に新し

いと思います。 

大火も最初は小さな炎です。 

４月 30日には処分します 

犬の糞の放置が多数！！ 
 注意！

犬のフン放置はマナー違反に

とどまらず、法律違反として処

罰され得る行為です。見かけた

場合は、警察に相談することも

できます。 


